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研究成果の概要（和文）：志村多様体の p 進幾何について研究した．特に p 進体上の 志村多様体に対し，
potentially good reduction locus というモチーフが退化していない adic 空間としての開部分空間の概念を
導入し，そのコホモロジーについて調べた．
また，局所体上の楕円曲線のイプシロン因子を楕円曲線の有理点で記述する Kramer-Tunnel の予想についても
研究した．Kramer-Tunnel の予想は，局所体の標数が 2 の場合が未解決であったが，この場合の予想を混標数
の局所体の場合に帰着することによって証明した．

研究成果の概要（英文）：We studied p-adic geometry of Shimura varieties. In particular, we construct
 potentially good reduction locus, where motives don't degenerate, as an open subspace of the adic 
space associated to a Shimura variety over p-adic field. Further, we studied it's cohomology. 
We studied also on the Kramer-Tunnel conjecture, which describe the epsilon factor of an elliptic 
curve over an local field by rational points of the elliptic curve. The conjecture was open in the 
characteristic two case. We showed the conjecture by reducing it to the characteristic zero case. 

研究分野：数論

キーワード： 志村多様体
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１．研究開始当初の背景 
 
近年 Breuil, Colmez をはじめとする研究者
たちによって GL_2(Q_p) に対する p 進局
所 Langlands 対応が構成された．また，p 
進局所 Langlands 対応が，モジュラー曲線
の完備コホモロジーに実現されることが 
Emerton によって証明された．しかし，p 進
局所 Langlands 対応と志村多様体の p 進
幾何の間の関係はよくわかっていない状態
であった． 
 
２．研究の目的 
 
志村多様体の p 進幾何について調べ，志村
多様体の p 進幾何と Langlands 対応の関
係を明らかにすることが目的である． 
 
さらに，志村多様体の p 進幾何と関連して，
局所体上の Abel 多様体やその Tate 加群
についても調べる． 
 
３．研究の方法 
 
志村多様体の p 進幾何を rigid 解析空間
の手法を用いて研究する．それによって志村
多様体のコホモロジーを調べ，Langlands 対
応との関係について調べる．また表現論的な
手法も用いる． 
 
４．研究成果 
 
志村多様体の p 進幾何について研究した．
特に p 進体上の 志村多様体に対し，
potentially good reduction locus という
モチーフが退化していない adic 空間とし
ての開部分空間の概念を導入した．さらに 
preabelian 型志村多様体に対して，モチー
フの退化にともなう stratification を 
adic 空間の stratification として構成し，
potentially good reduction locus のコホ
モロジーが，志村多様体のコホモロジーと，
non-cuspidal な部分を除いて同型であるこ
とを証明し，論文を完成させた．構成した 
stratification は以前得られていたものよ
り自然なものであり，トロイダルコンパクト
化の理論との関係がより一層明らかになっ
た．また証明は analytic な空間に関する議
論がほとんどであり，志村多様体の整モデル
やコンパクト化に関する結果としては 
Siegel モジュラー多様体に対する結果のみ
を使った． 
 
p 進 Langlands 対応とモジュラー曲線の完
備 コ ホ モ ロ ジ ー の 間 の 関 係 や ，
Fontaine-Mazur 予想への応用および p 進
局所 Langlands 対応と局所 Langlands 対
応の整合性に関する Emerton の結果に関す
る理解を深め，概説論文「完備コホモロジー
と p 進局所 Langlands 対応」を執筆した．

この論文は，数理解析研究所講究録別冊に出
版された． 
 
さらに，mod p 局所 Langlands 対応および p 
進局所 Langlands 対応に関する理解を深め，
韓国の Korea Institute for Advanced Study 
において，The p-adic and mod p local 
Langlands correspondence for GL(2,Q_p) と
いう講演を行った．講演の準備において，mod 
p 表現に関する知見をとくに深めることが
できた． 
 
また，志村多様体の p 進幾何と関連して，
局所体上の楕円曲線についても調べた．具体
的には，局所体上の楕円曲線のイプシロン因
子 を 楕 円 曲 線 の 有 理 点 で 記 述 す る 
Kramer-Tunnel の予想について研究した．
Kramer-Tunnel の予想は，局所体の標数が 2 
の場合が未解決であったが，この場合の予想
を混標数の局所体の場合に帰着することに
よって証明した．また等標数の局所体上の楕
円曲線のいくつかの幾何学的不変量と混標
数の局所体上の楕円曲線の不変量の間の関
係も明らかにした． 
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